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初
め
て
の
挑
戦
！

が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院

滝
澤

幸
二
さ
ん
（
右
）

原

邦
彦
さ
ん

9
月
13
日
（
水
）
に
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ

ト
で
開
催
さ
れ
た
「
嚥
下
食
メ
ニ
ュ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
２
０
１
７
決
勝
審
査
会
」
に
、

が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
栄
養
管
理
科
滝

澤
幸
二
調
理
師
・
原
邦
彦
調
理
師
の
２
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
組
合
本
部
か
ら
權
田

執
行
委
員
長
が
応
援
に
行
き
ま
し
た
。

今
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
１
１
４
作
品
の

応
募
が
あ
り
、
一
次
審
査
を
通
過
し
た
6

作
品
（
一
般
食
２
作
品
・
デ
ザ
ー
ト
２
作

品
・
行
事
食
２
作
品
）
が
決
勝
審
査
会
へ

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

滝
澤
・
原
両
調
理
師
は
、
多
数
の
観
客

の
前
に
緊
張
し
た
様
子
も
な
く
、
説
明
を

し
な
が
ら
丁
寧
に
調
理
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
調
理
終
了
後
は
、
観
客
よ
り
盛
大
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

審
査
結
果
で
は
惜
し
く
も
部
門
大
賞
は

取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
る
現
業
職
で
す

が
、
技
能
労
務
者
で
は
な
く
医
療
技
術
者

で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
来
年
も
応

募
す
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

真剣勝負！



が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院

伊
坪

浩
幸

「
う
つ
病
」
は
１
９
９

０
年
ご
ろ
か
ら
産
業
精
神

保
健
上
の
課
題
と
し
て
浮

上
し
て
２
０
０
０
年
頃
に

は
現
場
で
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

２
０
１
２
年
厚
生
労
働
省

で
「
う
つ
病
」
の
原
因
の

一
つ
で
あ
る
職
場
ス
ト
レ

ス
の
第
一
位
は
「
人
間
関

係
」
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
こ
じ
れ
た
人
間
関

係
か
ら
発
症
し
た
「
う
つ
病
」

は
怪
我
の
よ
う
に
外
か
ら

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
発
見
が
遅
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
特
に
「
う
つ

病
」
が
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
る

も
の
だ
と
、
加
害
者
が
被

害
者
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え

て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い

て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、

加
害
者
は
被
害
者
に
延
々

と
ス
ト
レ
ス
を
与
え
続
け

ま
す
。
こ
う
し
て
「
う
つ

病
」
は
進
行
し
て
い
き
ま

す
。こ

う
い
っ
た
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
事
業
者
や
使

用
者
は
労
働
基
準
法
、
労

働
安
全
衛
生
法
、
労
働
契

約
法
を
良
く
学
び
職
員
の

健
康
を
守
っ
て
欲
し
い
も

の
で
す
。

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

安
藤

京
一

北
海
道
で
開
催
さ
れ
た

2
日
間
の
医
療
研
究
全
国

集
会
に
参
加
し
て
、
現
在

の
医
療
の
現
状
や
問
題
を

改
め
て
認
識
す
る
良
い
機

会
と
な
っ
た
。

第
１
日
目
の
記
念
講
演

で
は
「
貧
困
と
格
差
問
題
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
藤
田
孝

典
先
生
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ

と
プ
ラ
ス
代
表
）
の
講
演

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
中
で
特
に
印
象
に

残
っ
た
事
は
日
本
の
貧

困
の
現
状
で
あ
る
。
実
に

16
・
1
％
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加

盟
国
34
カ
国
中
6
番
目
）

と
高
い
数
値
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
も
、
下
流
老
人

（
生
活
保
護
基
準
相
当
で

暮
ら
す
高
齢
者
及
び
そ
の

恐
れ
が
あ
る
高
齢
者
）
が

22
％
も
い
る
と
言
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
私
自
身
、
数

年
後
定
年
を
迎
え
65
歳
に

な
っ
た
時
、
今
の
日
本
の

保
障
制
度
で
本
当
に
生
活

が
で
き
る
か
・
・
・
不
安

に
感
じ
る
場
面
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
貧
困
問
題
は
老

人
だ
け
で
は
な
く
子
供
に

も
同
様
な
現
象
が
、
ひ
と

り
親
世
帯
の
中
で
増
加
し

て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
ほ
か
に
も
様
々

な
現
代
に
お
け
る
格
差
、

貧
困
問
題
が
現
状
と
し
て

あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

中
村

正
喜

今
回
、
北
海
道
で
6
月

29
・
30
日
と
二
日
間
開
催

さ
れ
た
。
1
日
目
は
講
演

会
で
2
日
目
は
分
科
会
に

別
れ
た
。

講
演
会
は
「
貧
困
と
格

差
問
題
～
医
療
と
介
護
現

状
」
『
脱
商
品
化
』
戦
略
」

の
演
題
で
あ
っ
た
。
こ
こ

で
は
、
日
本
の
貧
困
問
題

や
そ
こ
か
ら
起
こ
る
医
療

格
差
、
老
人
や
児
童
に
ま

つ
わ
る
総
合
的
問
題
を
世

界
と
比
較
し
論
じ
ら
れ
て

い
た
。
（
次
ペ
ー
ジ
へ
）
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病
院
組
合
で
は
、
全
国
で
働
く
医
療
関
係
の

仲
間
と
一
緒
に
学
び
、
情
報
交
換
な
ど
を
す
る

た
め
、
各
種
集
会
等
へ
組
合
員
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
も
「
第
44
回
医
療
研
究
全
国
集
会
in
北

海
道
」
（
６
月
29
・
30
日
）
３
名
、
「
第
35
回

愛
知
医
療
研
究
集
会
」
（
５
月
28
日
）
２
名

「
第
63
回
日
本
母
親
大
会
in
岩
手
」
（
８
月
19

日
）
２
名
、
「
愛
知
母
親
大
会
」
（
７
月
23
日
）

１
名
の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
看
護
福
祉
領
域
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」

に
参
加
し
て

記
念
講
演

「
貧
困
と
格
差
問
題
」

に
参
加
し
て

分
科
会

「
変
革
が
求
め
ら
れ
る

日
本
の
精
神
保
健
医
療

福
祉～

患
者
主
体
の
地
域

移
行
を
一
緒
に
考
え
る
」

に
参
加
し
て



（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

2
日
目
は
第
9
分
科
会

に
参
加
し
た
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て

「
変
革
が
求
め
ら
れ
る
日

本
の
精
神
保
健
医
療
福
祉

～
患
者
主
体
の
地
域
移
行

を
一
緒
に
考
え
る
」
で
行

な
わ
れ
た
。
こ
の
中
で
第

二
発
表
者
と
し
て
京
都
府

立
の
精
神
科
病
院
が
プ
レ

ゼ
ン
し
、
そ
こ
で
隔
離
室

の
写
真
が
資
料
と
し
て
挙

げ
ら
れ
た
。

そ
こ
か
ら
日
本
に
お
け

る
隔
離
の
現
状
へ
と
内
容

が
移
行
。
参
加
し
た
各
病

院
に
隔
離
の
現
状
や
隔
離

解
除
ま
で
の
段
階
を
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
が
質
問
し
て
確

認
し
あ
っ
た
。

最
終
的
に
は
日
本
は
隔

離
数
が
先
進
国
の
中
で
は

多
い
国
で
あ
る
こ
と
。
必

要
の
な
い
隔
離
が
行
な
わ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
、
本
当
に
必
要
な
の

か
を
必
ず
検
討
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
ら
れ
て
い
た
。

日
本
で
の
隔
離
患
者
の

数
が
先
進
国
と
比
べ
多
い

こ
と
は
知
識
と
し
て
持
っ

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

佐
藤

沙
紀

今
回
、
こ
の
分
科
会
に

参
加
し
て
、
地
球
温
暖
化

＝
CO
2
削
減
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
は
あ
っ
た
が
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
CO
2
を
削

減
す
る
の
か
を
考
え
て
い

な
か
っ
た
と
感
じ
た
。

ご
み
の
処
理
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
な
ど
一
つ
一
つ

は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、

ど
ち
ら
に
関
し
て
も
ど
こ

か
「
私
に
は
関
係
な
い
」

と
思
い
、
生
活
を
し
て
い

た
。
今
回
の
問
題
提
起
・

参
加
者
の
意
見
を
聞
き
、

今
後
の
生
活
の
中
で
何
か

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
考
え
る
機
会
と
な
っ

た
。電

力
に
関
し
て
も
、
ご

み
の
問
題
に
関
し
て
も
生

き
て
い
く
中
で
避
け
て
通

れ
な
い
課
題
で
、
現
状
が

最
善
で
あ
る
と
は
感
じ
な

い
が
、
今
、
不
自
由
で
な

け
れ
ば
良
い
と
感
じ
て
い

た
。
し
か
し
、
、
昨
今
の

異
常
気
象
や
原
発
の
問
題

を
考
え
る
と
、
安
全
、
安

心
な
生
活
を
続
け
る
た
め

に
一
人
ひ
と
り
が
問
題
意

識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ

と
感
じ
た
。

ご
み
の
分
別
や
節
電
な

ど
自
分
で
で
き
る
こ
と
か

ら
、
自
分
の
住
む
自
治
体

の
ご
み
処
理
や
、
発
電
所

の
稼
働
状
況
な
ど
を
調
べ

る
な
ど
、
少
し
ず
つ
で
き

る
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う

と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

岡
田

さ
ゆ
り

最
近
集
中
豪
雨
が
各
地

で
起
き
、
地
球
温
暖
化
は

ま
す
ま
す
進
ん
で
い
る
こ

と
を
身
近
に
感
じ
ま
す
。

そ
の
原
因
は
化
石
燃
料
の

燃
焼
に
よ
る
CO
2
排
出
で
、

石
炭
火
力
発
電
は
膨
大
な

CO
2
を
排
出
し
、
有
害
な

大
気
汚
染
物
質
も
排
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
12
月
に

「
パ
リ
協
定
」
が
作
ら
れ
、

今
世
紀
後
半
の
２
０
５
０

年
頃
に
は
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

す
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
日
本
の
成
長

戦
略
と
し
て
高
効
率
石
炭

火
力
発
電
が
推
進
さ
れ
、

２
０
１
４
年
の
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
」
で
石
炭

が
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
２
０
２
０

年
前
後
に
は
新
し
く
建
設

中
の
石
炭
火
力
発
電
所
が

一
気
に
稼
働
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
気
候
変
動
政
策

２
０
１
６
年
、
61
カ
国
中

60
位
の
ワ
ー
ス
ト
２
で
世

界
か
ら
厳
し
く
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
逆
に
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

１
０
０
％
で
賄
っ
て
い
る

国
が
す
で
に
出
て
き
て
い

る
そ
う
で
、
例
え
ば
快
晴

の
日
に
は
一
生
懸
命
電
気

を
作
り
、
た
く
さ
ん
で
き

た
電
気
を
安
く
国
民
に
供

給
し
、
国
民
は
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
だ
け
を
こ
ぞ
っ
て

買
っ
て
洗
濯
し
た
り
す
る

と
い
っ
た
、
作
る
側
と
使

う
側
の
協
力
が
あ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

ま
た
、
余
っ
た
電
力
を
外

国
へ
売
っ
て
お
金
を
作
っ

て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

私
た
ち
日
本
人
も
こ
の

問
題
に
も
っ
と
目
を
向
け

知
識
を
増
や
し
、
一
人
ひ

と
り
が
省
エ
ネ
と
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
こ
だ
わ
っ
て

生
活
し
、
導
入
に
シ
フ
ト

し
て
い
く
こ
と
が
未
来
の

子
ど
も
た
ち
を
助
け
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。
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て
い
た
が
、
改
め
て
認
識

さ
せ
ら
れ
変
革
が
必
要
と

実
感
し
た
。

分
科
会

「
青
い
地
球
を
守
ろ
う

地
球
温
暖
化

今
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

に
参
加
し
て
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役  職  名 氏  名  所      属 

女 性 部 長 野 邊 美 也 子 （再） 精神医療センター分会 

女性部副部長 立 川 祐 子 （新） がんセンター中央病院分会 

女性部事務局長 山 下 智 子 （新） あいち小児保健医療総合センター分会 

女性部常任委員 安 藤 里 紗 （新） がんセンター愛知病院分会 

〃 河 上 千 恵 （再） 病院事業庁本庁分会 

公 示

愛病組選管公示第２０１７－４－２号

２０１７年９月２９日執行の愛知県病院事業庁職員組合２０１８年度役員選挙は、同年

９月１３日に立候補の受付を締め切ったところ、各役職について候補者が定数を超えなか

ったことから、愛知県病院事業庁職員組合選挙および投票管理に関する規則第２２条第３

項の規定に基づき、次の者を無投票当選とする。

２０１７年９月１４日

愛知県病院事業庁職員組合

選挙管理委員会委員長 岡田 さゆり

（公印省略）

役  職  名 氏  名  所      属 

青 年 部 長 中 村 仁 美 （新） がんセンター愛知病院分会 

青年部副部長 岩 佐 恭 平 （再） 精神医療センター分会 

青年部事務局長 近 藤 雅 子 （新） がんセンター中央病院分会 

青年部常任委員 内 木 葉 月 （新） あいち小児保健医療総合センター分会 

公 示

愛病組選管公示第２０１７－４－４号

２０１７年９月２９日執行の愛知県病院事業庁職員組合２０１８年度役員選挙は、同年

９月１３日に立候補の受付を締め切ったところ、各役職について候補者が定数を超えなか

ったことから、愛知県病院事業庁職員組合選挙および投票管理に関する規則第２２条第３

項の規定に基づき、次の者を無投票当選とする。

２０１７年９月１４日

愛知県病院事業庁職員組合

選挙管理委員会委員長 岡田 さゆり

（公印省略）

役  職  名 氏  名  所       属 

現業評議会議長 吉 本 典 正 （再） がんセンター中央病院分会 

現業評議会副議長 小 幡 幸 子 （新） がんセンター愛知病院分会 

現業評議会常任委員 原 邦 彦 （新） がんセンター中央病院分会 
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